
 

 

 

 

 

阿賀川河川事務所では、平成 6年、平成 28年など、阿賀川流域で過去に度々発生している渇水

の経験から今後発生する渇水被害を最小限に抑えるため阿賀川渇水情報連絡会において「渇水対応

タイムライン」を作成しました。 

 

＜概要＞ 

渇水対応タイムラインは河川・ダム管理者、水道事業者、農業関係利水者、水力発電事業者とい

った様々な立場の機関・組織が「大川ダムの貯水率１００％～０％の状況」（シナリオ）に応じて

行う「渇水の深刻度の進展、影響・被害の軽減と最小化のための対策とその時期」（行動計画）を

記載しています。 

 

＜目的＞ 

渇水関係機関のご理解・ご協力のもとで、平常時・渇水時に関係機関で地域の特性に応じた渇水

による影響や被害などのリスクを共有するとともに、それに対する様々な対策を共有することで、

被害の軽減と最小化を図ります。 

また、渇水対応タイムラインを共同で検討、作成及び活用することにより相互の連携を強化し、

阿賀川流域全体の渇水対応力の向上を目指します。 

 

＜運用について＞ 

 渇水対応タイムラインは阿賀川の特性や利水者毎の立場や実情を踏まえて、各機関などが取り得

る対策を示したもので、実際の渇水調整や具体的な対応は阿賀川渇水情報連絡会で協議のうえ実施

し、対応後には事後検証からタイムラインを改善する PDCAサイクルを絶えず継続します。 

 渇水発生時に想定されるリスクに対し、渇水タイムラインを目安に早期の対応をとることで、被

害の軽減が図られると期待されます。 

 
○阿賀川渇水情報連絡会 

阿賀川の渇水時における関係利水者間の水利使用の情報連絡を円滑に行い、もって合理的な水利使用の推進を図るこ

とを目的とする連絡会であり、阿賀川の水を利用している農業用水、水道水、水力発電の関係者及び河川・ダム管理

者（国、県）で構成されています。 

  

〝阿賀川″で渇水へ備えます。 

～阿賀川渇水対応タイムライン（行動計画）作成～ 
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＜阿賀川の渇水状況＞ 

 

阿賀川流域において、昭和 62 年の大川ダム完成以来、冬期の降雪量不足や降雨不足等の要因によっ

て、渇水が度々発生しています。 

阿賀川河川事務所では、関係機関と渇水対応等の情報共有・調整のため、阿賀川渇水情報連絡会を開

催し、限られた大川ダムの利水容量の有効活用方策を図り、関係機関のご理解・ご協力のもと渇水対策

を行っています。 

 

○過去の渇水状況 

   
大川ダム（H28年 8月 1日）           大川ダム（H30年 7月 2日） 

 

   

馬越頭首工（H28年 7月 29日）          馬越頭首工（H30年 7月 5日） 

 

   
本郷大橋下流側（H28年 7月 29日）        本郷大橋下流側（H30年 7月 5日） 
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※本タイムラインは行動の目安とするため過去の渇水対応を参考に作成したものであり、実際の対応は状況をふまえ適

宜調整・対応するものです。
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